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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】車両用メータ装置において、メータケースから
横方向や前方へ突出せず、外形が小さく、周囲の部品や
フロントカウル等のレイアウトを制限することなく、保
持するカプラが多くなって大型化した場合でも、剛性を
確保しやすいカプラホルダを備えた車両用メータ装置を
提供しようとするものである。
【解決手段】計器を収納すると共に上部を開口して凹状
に形成されたアンダーケースと、計器の上部にレンズを
備えると共に下部を開口して凹状に形成されたアッパー
ケースとから成り、前記アッパーケースが前記アンダー
ケースの開口側からアンダーケースの外側に重なるよう
にして取付けられる車両用メータ装置において、メータ
用ハーネスと接続先ハーネスとを接続させるカプラ７６
を支持するカプラ支持ステー８１を設け、前記カプラ支
持ステー８１を、前記メータ装置８６の背面側に配置し
、前記アッパーケースに取付けた。
【選択図】図３３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計器を収納すると共に上部を開口して凹状に形成されたアンダーケースと、
計器の上部にレンズを備えると共に下部を開口して凹状に形成されたアッパーケースとか
ら成り、
前記アッパーケースは前記アンダーケースの開口側からアンダーケースの外側に重なるよ
うにして取付けられる車両用メータ装置において、
メータ用ハーネスと接続先ハーネスとを接続させるカプラを支持するカプラ支持ステーを
設け、
前記カプラ支持ステーを、前記メータ装置の背面側で、且つメータ装置の投影面積内に配
置し、前記アッパーケースに取付けたことを特徴とする車両用メータ装置。
【請求項２】
　前記アッパーケースの外壁面に、前記カプラ支持ステーを取付けるステー取付け部を設
けたことを特徴とする請求項１に記載の車両用メータ装置。
【請求項３】
　前記アッパーケースの側壁を、前記アンダーケースの側壁より下方まで延ばしたことを
特徴とする請求項２に記載の車両用メータ装置。
【請求項４】
　前記カプラ支持ステー取付け部は、前記アッパーケースの開口端に設けられることを特
徴とする請求項３に記載の車両用メータ装置。
【請求項５】
　前記メータ装置は、予めトップブリッジ又は車体フレームに取付けられたメータ装置取
付けステーに、アンダーケースに設けられた取付けボルトを介して取付ける車体取付け部
を備え、
前記カプラ支持ステーは、前記メータ装置取付けステーおよび取付けボルトと干渉しない
位置において、アッパーケースに取付けられていることを特徴とする請求項１乃至請求項
４に記載の車両用メータ装置。
【請求項６】
　カプラ支持ステーは、前記メータ装置の車体取付け部より上方の位置でアッパーケース
に取付けられることを特徴とする請求項５に記載の車両用メータ装置。
【請求項７】
　カプラ支持ステーは、少なくとも前記アッパーケースの幅方向中央部と、幅方向端部と
に固定して取付けられることを特徴とする請求項１乃至請求項６に記載の車両用メータ装
置。
【請求項８】
　前記メータ装置は、スピードメータと、スピードメータの側方に配置される他の計器又
はインジケータを少なくとも備え、前記カプラ支持ステーは、前記スピードメータと、ス
ピードメータの側方に配置される他の計器またはインジケータの双方の背面にわたって配
置されることを特徴とする請求項１乃至請求項７に記載の車両用メータ装置。
【請求項９】
　カプラ支持ステーには、前記メータ装置の背面に沿う部分に開口部が設けられているこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項８に記載の車両用メータ装置。
【請求項１０】
　前記メータ装置を車体に取付けた状態で、カプラ支持ステーは、側面視で前記カプラが
車両の前方へ傾くように、カプラ支持面が傾斜して設けてあることを特徴とする請求項１
乃至請求項９に記載の車両用メータ装置。
【請求項１１】
　車体に取付けられるヘッドライトと、
前記ヘッドライトの上方に配置される前記メータ装置の前方と前記ヘッドライトの周囲と
を覆うフロントカウルを備え、
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前記カプラ支持ステーは、ヘッドライトの上方かつフロントカウルの内側に配置されるこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項１０に記載の車両用メータ装置。
【請求項１２】
　前記フロントカウルの内側に配置されると共にヘッドライトを支持するインナーカウル
を備え、
前記インナーカウルはその上部に凹部が形成され、
前記凹部に前記カプラ支持ステーが配置されることを特徴とする請求項１１に記載の車両
用メータ装置。
【請求項１３】
　前記ヘッドライトの上方には、車両の前後方向に伸びる遮蔽壁部が設けられ、
前記カプラ支持ステーは前記遮蔽壁部の上方に配置されることを特徴とする請求項１１及
び請求項１２に記載の車両用メータ装置。
【請求項１４】
　前記遮蔽壁部は前記インナーカウルから車両前方へ向けて伸びるよう形成されることを
特徴とする請求項１３に記載の車両用メータ装置。
【請求項１５】
　ヘッドライト組立体において、フロントカウルをインナーカウルに取付け、
インナーカウルの下部をボトムブリッジに取付け、
インナーカウルの上部をステーを介してトップブリッジに取付ける方法により、
ヘッドライト組立体がメータ装置の下方に設けられることを特徴とする請求項１乃至請求
項１４に記載の車両用メータ装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動二輪車、自動三輪車、あるいは鞍乗型自動四輪車などの車両に取付けら
れるメータ装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動二輪車のメータ装置では、メータ用ハーネスと接続先ハーネスとを接続させ
るカプラを保持するカプラホルダ部がメータケースに一体に形成されているものが知られ
ている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　しかし、このカプラホルダ部は、メータケースから横方向に突出する構成であるため、
外形が大きくなり、周囲の部品やフロントカウル等のレイアウトが制限されやすい。さら
に、保持するカプラが多くなる場合は、カプラホルダ部を大型化する必要があるが、この
場合、カプラホルダ部の剛性を確保しにくいという課題があった。
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１２５９０２号公報（図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　周囲の部品やフロントカウル等のレイアウトに影響を与えることなく、剛性を確保しや
すいカプラホルダ部としてのカプラ支持ステーを備えた車両用メータ装置を提供しようと
するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は前記課題を解決したものであって、請求項１に記載の発明は、
計器を収納すると共に上部を開口して凹状に形成されたアンダーケースと、
計器の上部にレンズを備えると共に下部を開口して凹状に形成されたアッパーケースとか
ら成り、前記アッパーケースは前記アンダーケースの開口側からアンダーケースの外側に
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重なるようにして取付けられる車両用メータ装置において、
メータ用ハーネスと接続先ハーネスとを接続させるカプラを支持するカプラ支持ステーを
設け、前記カプラ支持ステーを、前記メータ装置の背面側で、且つメータ装置の投影面積
内に配置し、前記アッパーケースに取付けたことを特徴とする車両用メータ装置に関する
ものである。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の車両用メータ装置において、
前記アッパーケースの外壁面に、前記カプラ支持ステーを取付けるステー取付け部を設け
たことを特徴とするものである。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の車両用メータ装置において、
前記アッパーケースの側壁を、前記アンダーケースの側壁より下方まで延ばしたことを特
徴とするものである。
【０００９】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の車両用メータ装置において、
前記カプラ支持ステー取付け部は、前記アッパーケースの開口端に設けられることを特徴
とするものである。
【００１０】
　請求項５に記載の発明は、請求項１乃至請求項４に記載の車両用メータ装置において、
前記メータ装置は、予めトップブリッジ又は車体フレームに取付けられたメータ装置取付
け用ステーに、アンダーケースに設けられた取付けボルトを介して取付ける車体取付け部
を備え、前記カプラ支持ステーは、前記メータ装置取付け用ステーおよび取付けボルトと
干渉しない位置において、アッパーケースに取付けられていることを特徴とするものであ
る。
【００１１】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の車両用メータ装置において、
カプラ支持ステーは、前記メータ装置の車体取付け部より上方の位置でアッパーケースに
取付けられることを特徴とするものである。
【００１２】
　請求項７に記載の発明は、請求項１乃至請求項６に記載の車両用メータ装置において、
カプラ支持ステーは、少なくとも前記アッパーケースの幅方向中央部と、幅方向端部とに
固定して取付けられることを特徴とするものである。
【００１３】
　請求項８に記載の発明は、請求項１乃至請求項７に記載の車両用メータ装置において、
前記メータ装置は、スピードメータと、スピードメータの側方に配置される他の計器又は
インジケータを少なくとも備え、前記カプラ支持ステーは、前記スピードメータと、スピ
ードメータの側方に配置される他の計器またはインジケータの双方の背面にわたって配置
されることを特徴とするものである。
【００１４】
　請求項９に記載の発明は、請求項１乃至請求項８に記載の車両用メータ装置において、
カプラ支持ステーには、前記メータ装置の背面に沿う部分に開口部が設けられていること
を特徴とするものである。
【００１５】
　請求項１０に記載の発明は、請求項１乃至請求項９に記載の車両用メータ装置において
、
前記メータ装置を車体に取付けた状態で、カプラ支持ステーは、側面視で前記カプラが車
両の前方へ傾くように、カプラ支持面が傾斜して設けてあることを特徴とするものである
。
【００１６】
　請求項１１に記載の発明は、請求項１乃至請求項１０に記載の車両用メータ装置におい



(5) JP 2010-143331 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

て、
車体に取付けられるヘッドライトと、前記ヘッドライトの上方に配置される前記メータ装
置の前方と前記ヘッドライトの周囲とを覆うフロントカウルを備え、前記カプラ支持ステ
ーは、ヘッドライトの上方かつフロントカウルの内側に配置されることを特徴とするもの
である。
【００１７】
　請求項１２に記載の発明は、請求項１１に記載の車両用メータ装置において、
前記フロントカウルの内側に配置されると共にヘッドライトを支持するインナーカウルを
備え、前記インナーカウルはその上部に凹部が形成され、前記凹部に前記カプラ支持ステ
ーが配置されることを特徴とするものである。
【００１８】
　請求項１３に記載の発明は、請求項１１及び請求項１２に記載の車両用メータ装置にお
いて、
前記ヘッドライトの上方には、車両の前後方向に伸びる遮蔽壁部が設けられ、前記カプラ
支持ステーは前記遮蔽壁部の上方に配置されることを特徴とするものである。
【００１９】
　請求項１４に記載の発明は、請求項１３に記載の車両用メータ装置において、
前記遮蔽壁部は前記インナーカウルから車両前方へ向けて伸びるよう形成されることを特
徴とするものである。
【００２０】
　請求項１５に記載の発明は、請求項１乃至請求項１４に記載の車両用メータ装置におい
て、
ヘッドライト組立体において、フロントカウルをインナーカウルに取付け、
インナーカウルの下部をボトムブリッジに取付け、
インナーカウルの上部をステーを介してトップブリッジに取付ける方法により、
ヘッドライト組立体がメータ装置の下方に設けられることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００２１】
　請求項１の発明において、
カプラ支持ステーを車両用メータ装置の背面側で、且つメータ装置の投影面積内に配置し
たので、カプラ支持ステーがメータケースから横方向へ突出するのを低減させることがで
き、外観性を高めることができると共に、周辺部品のレイアウトの自由度を高めることが
できる。また、カプラ支持ステーをアッパーケースに取付けたので、カプラの保持数を多
くしてカプラ支持ステーを大型化した場合であっても、アッパーケースの外殻を使って広
い範囲でカプラ支持ステーを支持することができ、カプラ支持ステーの剛性を確保するこ
とができる。
【００２２】
　請求項２の発明において、
アッパーケースの外壁面にステー取付け部を設けたので、取付け部がアンダーケースと干
渉することを防ぐことができ、アッパーケースの外形の小型化を図ることができる
　請求項３の発明において、
アッパーケースの側壁をアンダーケースの側壁より下方まで延ばしたので、アッパーケー
スの剛性を高めることができる。
【００２３】
　請求項４の発明において、
カプラ支持ステー取付け部をアッパーケースの開口端に設けたので、カプラ支持ステーを
容易に取付けることができ、組立性が向上する。
【００２４】
　請求項５の発明において、
前記カプラ支持ステーは、メータ装置取付け用ステーおよびメータ装置取付けボルトを避
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けてアッパーケースに取付けられるので、車体側との相互干渉を防ぐことができる。
【００２５】
　請求項６の発明において、
カプラ支持ステーをメータ装置の車体取付け部より上方でアッパーケースに取付けられる
ので、カプラ結線時に、メータ装置の車体取付け部が邪魔になるのを防ぐことができる。
したがって、結線作業の効率が向上する。
【００２６】
　請求項７の発明において、
カプラ支持ステーは、少なくとも前記アッパーケースの幅方向中央部と、幅方向端部とに
固定して取付けられるので、カプラ支持ステーを、アッパーケースのほぼ全体にわたって
支持させることができ、支持剛性を強固なものにすることができる。
【００２７】
　請求項８の発明において、
カプラ支持ステーを、各種計器類の背面にわたって配置するので、カプラ支持ステーの面
積を十分に確保することができ、容易にカプラの保持数を増やすことができる。
【００２８】
　請求項９の発明において、
カプラ支持ステーは、メータ装置の背面に対向する部分に開口部を設けてあるので、メー
タの放熱性を向上することができる。更に、開口部を形成することにより、メータ用ハー
ネスの取り廻しを行いやすくすることができる。
【００２９】
　請求項１０の発明において、
カプラ支持ステーのカプラ支持面を、カプラが車体前方へ傾くように傾斜させて設けてあ
るので、車両前方から、カプラにアクセスし易くなる。したがって、メータ装置を車体に
固定した後でも、容易にカプラの結線作業を行うことができる。
【００３０】
　請求項１１の発明において、
フロントカウルの内側とヘッドライトの上方との間に形成されるデッドスペースにカプラ
支持ステーを配置することができ、さらに、外乱の影響を受けにくくすることができる。
【００３１】
　請求項１２の発明において、
インナーカウルはその上部に凹部が形成され、そこにカプラ支持ステーを配置することが
できるので、インナーカウルとカプラ支持ステーとの干渉を防ぐことができると共に、イ
ンナーカウルによってカプラ支持ステーの周囲を保護することができる。
【００３２】
　請求項１３の発明において、
カプラ支持ステーが遮蔽壁部の上方に配置されるので、遮蔽壁部によってフロントカウル
とヘッドライトとの間の隙間からの泥水等の侵入を防ぐことができ、カプラを保護するこ
とができる。
【００３３】
　請求項１４の発明において、
遮蔽壁部をインナーカウルから車両前方へ向けて形成してあるので、インナーカウルに泥
水等の浸入を防ぐ機能を持たせることができる。
遮蔽壁部はフロントカウルの背面に形成しても、泥水等の浸入を防ぐ機能を持たせること
ができるが、この形状では、鋳造固化の際に、素材のポリプロピレンがの収縮し、収縮の
影響がフロントカウルの表側に現れて車両の外観性を損ねるので、前記のように、遮蔽壁
部をインナーカウルから車両前方へ向けて形成する方が、車両の外観性を高めることがで
きる。
【００３４】
　請求項１５の発明において、
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車両用メータ装置が取付けられていても、それに制約されることなくヘッドライト組立体
を取付けることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　図１は本発明の一実施形態に係る自動二輪車１の側面図である。自動二輪車１の車体フ
レームはヘッドパイプ２と、同ヘッドパイプ２から斜め後方に延出するメインフレーム３
と、メインフレーム３の後端から下方に延出するセンターフレーム４と、ヘッドパイプ２
から下方に伸びるダウンフレーム５と、メインフレーム３から後方に延出するシートステ
ー６と、センターフレーム４の下端とシートステー６を結ぶミッドフレーム７と、ダウン
フレーム５とメインフレーム３とを結ぶ補強フレーム８と、を備えている。
【００３６】
　前輪９を支持するフロントフォーク10が、ヘッドパイプ２の中に設けられたステアリン
グステム（図示なし）とトップブリッジ11とボトムブリッジ12とによって操向可能に支持
されている。トップブリッジ11には操向ハンドル13が連結され、トップブリッジ11の前側
には、メータ装置14が取付けてある。トップブリッジ11とボトムブリッジ12には、インナ
ーカウル15とフロントカウル16によって覆われたヘッドライト17が取付けてある。ボトム
ブリッジ12には、前輪９を覆うフロントフェンダ18が取付けられている。また、センター
フレーム４の後部には、後輪19を支持するリアフォーク20が上下揺動可能に支持され、シ
ートステー６とリアフォーク20との間にはクッションユニット21が設けられている。
【００３７】
　エンジン22は、補強フレーム８に設けられたエンジン支持ブラケット23によって、吊り
下げ支持されると共に、ダウンフレーム５とセンターフレーム４に設けられたブラケット
24、25よって前後を支持されている。エンジン22の動力は、後輪駆動用チェーン26を介し
て後輪19に伝達される。メインフレーム３には、エンジン22の上方に位置するようにして
燃料タンク27が設けられ、シートステー６上には運転者用と同乗者用のタンデム型シート
28が取付けられている。エンジンの後部には、吸気ポートに連なるスロットルボディ29と
エアクリーナ30が設けられ、エンジン22の前部には、排気ポートから延出する排気管31が
設けられ、後方へ伸び、後部のマフラー32に接続されている。エアクリーナ30の後方にバ
ッテリ33が設けてある。
【００３８】
　図２～図４は、トップブリッジ11の図であり、図２はトップブリッジ11の上面図、図３
は図２のＩＩＩ－ＩＩＩ断面図、図４は図２のＩＶ－ＩＶ断面図である。以下の説明にお
いて、各部材の前後左右の表現は、各部材を車両に取付けた状態において、車両の前後左
右に対応している。図２、図４において、矢印Ｆは前方を指している。前記の図において
、トップブリッジ11の中央後部には、ステアリングステム挿通孔35が設けられ、左右両端
部には、スリット36入りのフロントフォーク保持孔37が設けてある。ステアリングステム
の上端部は、ボルト（図示なし）でトップブリッジ11に固定され、フロントフォーク10の
上端部は、フロントフォーク保持孔37のスリット36にまたがって装着されたボルト38で締
め付け固定される。前記ボルト38によって、後述のヘッドライト組立体取付け用ステー12
0が共締めされる（図３２参照）。図２、図３にはヘッドライト組立体取付け用ステー120
の取付け位置が、二点鎖線で示してある。その揺動防止用係合部120ａも示してある。ト
ップブリッジ11の後部上面には、操向ハンドル装着部39が設けられ、装着された操向ハン
ドル13（図１）は、図４に示されるように、上部にハンドル保持部材40をかぶせて、ネジ
孔41に螺入されたボルト42で固定される。トップブリッジ11の左側前面には、後述のメー
タ装置取付け用ステー取付け用ネジ孔43が２箇所設けてある。トップブリッジ11の右側に
は、前方へ突出するメインスイッチ取付け部44が設けてある。メインスイッチ取付け部44
の中央部のメインスイッチ取付け孔45に、メインスイッチとなる後述のメインスイッチ94
（図２２）が下から取付けられる。
【００３９】
　図５～図６はボトムブリッジ12の図であり、図５はボトムブリッジ12の上面図、図６は
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図５のＶＩ－ＶＩ断面図である。図５において矢印Ｆは前方をさしている。これらの図に
おいて、ボトムブリッジ12の中央後部に、ステアリングステム圧入孔47が設けられ、両端
部にスリット48入りのフロントフォーク保持孔49が設けてある。ステアリングステムは、
ステアリングステム圧入孔47に圧入固定される。フロントフォーク10はフロントフォーク
保持孔49に挿入されて、スリット48にまたがって装着されたボルト50で締め付け固定され
る。ボトムブリッジ12の前面に、前方へ突出するインナーカウル下部突起挿入孔51が設け
てある。これは、後述するヘッドライト17を保持するインナーカウル15の下部突起112（
図２５、図２６）が挿入保持される孔である。ボトムブリッジ12の下面にフロントフェン
ダ取付けネジ孔52が４個設けてある。ボトムブリッジ12の後面に、スピードセンサハーネ
ス取付けネジ孔53が設けてある。
【００４０】
　図７は、ヘッドパイプ２内に回動可能に設けられているステアリングステム（図示なし
）と、フロントフォーク10、トップブリッジ11、ボトムブリッジ12、との接続状態を示す
側面図である。ステアリングステムの上端は、図示していないボルトでトップブリッジ11
に固定され、ステアリングステムの下端は、ボトムブリッジ12のステアリングステム圧入
孔47（図５）に圧入されている。フロントフォーク10の上端はボルト38で締め付け固定さ
れ、フロントフォーク10のボトムブリッジ挿通部は、ボルト50で締め付け固定されている
。トップブリッジ11の前面には、メータ装置支持ステー取付けボルト54が用意してある。
トップブリッジ11の右側前方にはメインスイッチ取付け部44が突出している。ボトムブリ
ッジ12の前面に、前方へ突出するインナーカウル下部突起挿入孔51が設けてある。
【００４１】
　図８～図１０はトップブリッジ11に取付けられるメータ装置14の図であり、図８はメー
タ装置14の上面図、図９は図８のＩＸ－ＩＸ断面図、図１０はメータ装置14の下面図であ
る。図８において、メータ装置14の左半部は可動指針式スピードメータ57が占有し、メー
タ装置14の右半部には、ウインカー表示ランプ58、フューエルインジェクションシステム
警告灯59、ハイビーム表示ランプ60、ニュートラル表示ランプ61等の、ランプ指示部62、
および燃料残量計79が設けてある。図９において、メータ装置14の殻体はアンダーケース
63とアッパーケース64とから成り、アッパーケース64の側面部はアンダーケース63の下部
を覆うほど下方へ伸びている。アッパーケース64の上面には、左右にそれぞれ透明なメー
タ装置用レンズ65が嵌め込まれている。
【００４２】
　アンダーケース63の左半部には筐体66と表示板67とを一体化した可動指針式ムーブメン
ト68が取付けられ、アンダーケース63と筐体66と表示板67とを回動軸69が貫通し、回動軸
69の上端に固定された指針70が、回動軸69と共に回動するようになっている。アンダーケ
ースの右半部において、アンダーケース63とランプ式表示板71との間には、表示板71に設
けられた光透過性材料からなる前記の複数の表示マーク72を下から照射する表示マーク照
射用ランプ73が設けてある。
【００４３】
　図１０はメータ装置14の下面図である。メータ装置の下面には、前記複数のランプ73等
の下面から延出する電気配線74がクランプ87によって支持され、これらの電気配線を束ね
てメータ装置側ハーネス75が形成され、その先端はカプラ76に接続されている。クランプ
87はアンダーケース63に取付けられている。アンダーケース63には複数の通気孔80が設け
てある。アッパーケース64の周囲部に、後述のカプラ支持ステー取付け用ネジ孔78が３個
設けてある。図９および図１０において、スピードメータ57の下方のアンダーケース63に
、メータ装置14を車体側へ取付けるための、３本のメータ装置取付けボルト77の頭部が埋
設され、それらのネジ部77ａ（図９）が下方へ伸びている。
【００４４】
　図１１～図１３はカプラ支持ステー81の図であり、図１１はカプラ支持ステー81の側面
図、図１２は図１１のＸＩＩ矢視図、図１３は図１１のＸＩＩＩ矢視図である。図１１に
おいて、カプラ支持ステー81は、メータ装置14の下面に沿う部分とカプラ76を保持する部
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分とからなっている。図１２はメータ装置14の下面に沿う面、図１３はカプラ76を保持す
る面である。図１２のメータ装置14の下面に沿う面には、バッテリカットリレー取付け部
127が設けてある。また、開口部83が設けられているので、メータ装置14の放熱性を向上
することができると共に、メータ装置側ハーネス75（図１０）の取り廻しを行いやすくす
ることができる。図１３に示されるカプラを支持する面には、ハーネスガイド部88と複数
のカプラ保持孔82が設けてある。またカプラ支持ステー81の前縁には、メータ装置14のカ
プラ支持ステー取付け用ネジ孔78に取付けるための、ネジ挿通孔84が３箇所設けてある。
【００４５】
　図１４～図１５はカプラ支持ステー81をメータ装置14へ取付けた状態の図である。図１
４はメータ装置14の下面にカプラ支持ステー81が取付けられた状態を下から見た図である
。カプラ支持ステー81は、メータ装置14の下面に、図１２に示されている面を対向させ、
縁部の中央と両端部に設けてあるネジ挿通孔84（図１２）を、メータ装置14のアッパーケ
ース64の外周下面に設けられたカプラ支持ステー取付け用ネジ孔78（図１０）に対応させ
、３本のネジ85によってメータ装置14のアッパーケース64に取付けられる。図１５は、メ
ータ装置14の背面側にカプラ支持ステー81を取付けた状態の正面図である。図に見られる
ようにメータ装置14の幅とカプラ支持ステー81の幅はほぼ等しい。カプラ支持ステーを車
両用メータ装置の背面側で、且つメータ装置の投影面積内に配置したので、カプラ支持ス
テーがメータケースから横方向へ突出するのを低減させることができ、外観性を高めるこ
とができる。
【００４６】
　図１６は、メータ装置14に前記カプラ支持ステー81の取付けがなされた後、メータ装置
側カプラ76が、カプラ支持ステー81のカプラ保持孔82（図１３～図１５）に装着された状
態の側面図である。カプラ保持孔82の下面側から接続先ハーネス95がカプラ76に接続され
ている。図１６のようにメータ装置14とカプラ支持ステー81とハーネス75とカプラ76とが
一体となったものをメータ装置組立体86と呼ぶ。
【００４７】
　図１７～図１９は、メータ装置組立体86を車体へ取付けるために用いるメータ装置取付
け用ステー89の図である。図１７はメータ装置取付け用ステー89の側面図、図１８は図１
７のＸＶＩＩＩ矢視図、図１９は図１７のＸＩＸ矢視図である。メータ装置取付け用ステ
ー89は、平板を折り曲げて作られたものであり、車体側への取付け孔90が２個と、メータ
装置取付け孔91が３個設けてある。更に鋼線で作られたハーネス保持部92が溶接されてい
る。
【００４８】
　図２０は前記メータ装置取付け用ステー89を、車体側のトップブリッジ11に取付けた状
態の側面図である。メータ装置取付け用ステー89は、図２に示されるトップブリッジ11の
、メータ装置取付け用ステー取付け用ネジ孔43にメータ装置支持ステー取付けボルト54で
取付けられる。
【００４９】
　図２１は前記メータ装置取付け用ステー89にメータ装置組立体86が取付けられた状態の
側面図である。メータ装置組立体86は、メータ装置14のアンダーケース63に埋設されてい
た３本のメータ装置取付けボルト77（図１６）とナット93によって、メータ装置取付け用
ステー89のメータ装置取付け孔91（図１９）に取付けられる。
【００５０】
　図２２は取付けが完了したメータ装置組立体86を下から見た斜視図である。メータ装置
組立体86が取付けられた後に、メータ装置側ハーネス75に連なるメータ装置側カプラ76と
、接続先ハーネス95に連なる接続先カプラが接続される。またメインスイッチ94から伸び
るハーネス75ｂに連なるカプラ76ｂと、接続先ハーネス95に連なる接続先カプラが接続さ
れる。なお、接続先ハーネス95はバッテリ33（図１）等へ接続される。この時、トップブ
リッジ11のメインスイッチ取付け部44（図２）に下からメインスイッチ94が取付けられ、
上部がキーシャッター（図示なし）で覆われる。
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【００５１】
　図２３～図２４はヘッドライト17の図である。図２３は、ヘッドライト17の縦断面図で
ある。ヘッドライト17の殻体は、リフレクタ96とレンズ97とからなっている。リフレクタ
96は凹面反射鏡であり、バルブホルダ98に装着されたバルブ99が後部中央に取付けられる
。バルブホルダ98の後端から電気コード100が延出し、端部にヘッドライト用カプラ101が
接続されている。図２４はリフレクタ96の正面図である。リフレクタ96の上部には後述の
インナーカウル15への係合突起102が２箇所設けてある。リフレクタ96の下部には、イン
ナーカウル15に装着した後に使用されるビーム照射角度調節部103が１箇所設けてある。
【００５２】
　図２５～図２６はインナーカウル15の図であり、図２５はインナーカウル15の側面図、
図２６はインナーカウル15の正面図である。インナーカウル15は前記ヘッドライト17を内
部に保持すると共に、後述のフロントカウル16を外部に保持する部材であり、中央部は前
後に貫通する中空部104となっている。図２６において、中空部104は、上面壁105、下面
壁106、および左右の側壁107に囲まれている。図２５において、インナーカウル15の上面
壁105は前方へ伸びて、メータ装置への泥水等の侵入を防ぐための遮蔽壁108となっている
。上面壁105にはヘッドライト17の係合突起102（図２３～図２４）が係合するヘッドライ
ト係合孔109が２箇所設けてある。インナーカウルの下面壁106には、ヘッドライトのビー
ム照射角度調節部103（図２３）が装着されるビーム照射角度調節用長孔110が１箇所設け
てある。
【００５３】
　インナーカウル15の後部左右にはそれぞれヘッドライト組立体取付け用ステー120（図
２９）へ取付けるための取付け孔111が設けてある。インナーカウル15の下部には、ボト
ムブリッジ12のインナカウル下部突起挿入孔51（図５）への挿入用の下部突起112が２箇
所設けてある。インナーカウル15の上部および下部にはフロントカウル取付け用ネジ挿通
孔113がそれぞれ２個ずつ設けてある。図２６において、インナーカウル15の上部は、側
壁107の上部と上面壁105の上面とによって、凹部119が形成されている。ヘッドライト組
立体117を車体側に取付けた時、前記凹部119にメータ装置組立体86のカプラ支持ステー81
を配置することができるので、相互の干渉を防ぐことができる。更にカプラ支持ステーの
周囲部を保護することができる。
【００５４】
　図２７はインナーカウル15にヘッドライト17を装着した状態の側面図である。装着に際
しては、インナーカウル15の上面壁に設けられたヘッドライト係合孔109に、ヘッドライ
ト17のリフレクタ96の上部に設けられた係合突起102を挿入係合させ、インナーカウル15
の下面壁のビーム照射角度調節用長孔110にリフレクタ96下部のビーム照射角度調節部103
をネジ止めする。このネジ止めは仮のものであって、最終的なビーム照射角度調節は、ヘ
ッドライト17が車体に取付けられた後に行われる。
【００５５】
　図２８はヘッドライト組立体117の完成状態の側面図である。図２７に示されるヘッド
ライト17装着済みのインナーカウル15に、フロントカウル16を上から被せて取付けること
によってヘッドライト組立体117が完成する。フロントカウル16は、メータ装置組立体86
（図１６）の前面を覆う位置に設けられる風雨除けの上部傾斜壁114と、メータ装置組立
体86とヘッドライト17装着済みのインナーカウル15の左右を覆う側壁115とからなってい
る。左右の側壁115の上部と下部にインナーカウルへの取付け用ネジ孔116が形成してある
。フロントカウル16は、インナーカウル15の取付けネジ挿通孔113（図２６）に挿通した
ネジ118を、フロントカウル16のネジ孔116に螺入して一体化される。ネジ118は前方斜め
下方へ向けて螺入される。
【００５６】
　図２９～図３１は、ヘッドライト組立体取付け用ステー120の図である。ヘッドライト
組立体取付け用ステー120は、左右に対称に取付けられるものであり、図示のものは左側
のヘッドライト組立体取付け用ステー120を示している。図２９はヘッドライト組立体取
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付け用ステー120の側面図、図３０は図２９のＸＸＸ矢視図、図３１は図２９のＸＸＸＩ
矢視図である。ヘッドライト組立体取付け用ステー120の後端部に、トップブリッジ11へ
の取付け用孔121が設けてある。ヘッドライト組立体取付け用ステー120の後端に、ヘッド
ライト組立体取付け用ステー120の揺動防止のためにトップブリッジ11へ係合する揺動防
止用係合部120ａが設けてある。ヘッドライト組立体取付け用ステー120の前端部には、ヘ
ッドライト組立体取付け用ネジ孔122が設けてある。このヘッドライト組立体取付け用ス
テー120には、横方向へ伸びるウインカー取付け部123が一体化されている。更に、鋼線を
曲げて作られた複数のハーネス保持部124が溶接されている。
【００５７】
　図３２は前記ヘッドライト組立体取付け用ステー120をトップブリッジ11に取付けた状
態の側面図である。この時にはメータ装置組立体86は、既にトップブリッジ11へ取付けら
れている。ヘッドライト組立体取付け用ステー120は、トップブリッジ11の左右端部のス
リット入りフロントフォーク保持孔37（図２）に、フロントフォーク10を締めつけるため
に取付けられたボルト38を、図２９に示されるトップブリッジへの取付け用孔121に挿通
して共締め（図２参照）して、トップブリッジ11に取付けられる。この時揺動防止用係合
部120ａはトップブリッジの端部の上下に係合し、ヘッドライト組立体取付け用ステー120
の揺動が防止される。
【００５８】
　図３３は、図２８に示したヘッドライト組立体117を、車体側へ取付けた状態を示す側
面図である。ヘッドライト組立体117の取付けにあたっては、まずインナーカウル15の下
部突起112（図２５～図２６）を、ボトムブリッジ12のインナーカウル下部突起挿入孔51
（図５）へ挿入した後、インナーカウル15上部の取付け孔111（図２５、図２８）にボル
ト125を挿通し、図２９のヘッドライト組立体取付け用ステー120のヘッドライト取付け用
ネジ孔122（図２９）に螺入して固定する。これによってヘッドライト組立体117の車両へ
の取付けが完了する。インナーカウル15の上面壁105（図２５、図２６）は、メータ装置
組立体86のカプラ支持ステー81やカプラ76より下方に位置し、インナーカウル15の側壁10
7はカプラ支持ステー81の側方に位置する。即ちインナーカウル15の上部の凹部119（図２
６）にメータ装置組立体86のカプラ支持ステー81やカプラ76を配置することができるので
、ヘッドライト組立体117とメータ装置組立体86との相互干渉を防ぐことができる。更に
カプラ支持ステーの周囲部を保護することができる。
【００５９】
　以上詳述したように、本実施形態では次の効果がもたらされる。
（１）カプラ支持ステーを車両用メータ装置の背面側で、且つメータ装置の投影面積内に
配置したので、カプラ支持ステーがメータケースから横方向へ突出することを防ぐことが
でき、外観性を高めることができると共に、周辺部品のレイアウトの自由度を高めること
ができる。また、カプラ支持ステーをアッパーケースに取付けたので、カプラの保持数を
多くしてカプラ支持ステーを大型化した場合であっても、アッパーケースの外殻を使って
広い範囲でカプラ支持ステーを支持することができ、カプラ支持ステーの剛性を確保する
ことができる。
（２）アッパーケースの外壁面にステー取付け部を設けたので、取付け部がアンダーケー
スと干渉することを防ぐことができ、アッパーケースの外形の小型化を図ることができる
（３）アッパーケースの側壁をアンダーケースの側壁より下方まで延ばしたので、アッパ
ーケースの剛性を高めることができる。
（４）カプラ支持ステー取付け部をアッパーケースの開口端に設けたので、カプラ支持ス
テーを容易に取付けることができ、組立性が向上する。
（５）前記カプラ支持ステーは、メータ装置取付け用ステーおよびメータ装置取付けボル
トを避けてアッパーケースに取付けられているので、車体側との相互干渉を防ぐことがで
きる。
（６）カプラ支持ステーをメータ装置の車体取付け部より上方でアッパーケースに取付け
られるので、カプラ結線時に、メータ装置の車体取付け部が邪魔になるのを防ぐことがで
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きる。したがって、結線作業の効率が向上する。
（７）カプラ支持ステーは、少なくとも、アッパーケースの幅方向中央部と幅方向両端部
とに固定されるので、カプラ支持ステーは、アッパーケースのほぼ全体にわたって支持さ
れ、支持剛性を強固なものにすることができる。
（８）カプラ支持ステーを、各種計器類の背面にわたって配置するので、カプラ支持ステ
ーの面積を十分に確保することができ、容易にカプラの保持数を増やすことができる。
（９）カプラ支持ステーは、メータ装置の背面に対向する部分に開口部を設けてあるので
、メータの放熱性を向上することができる。更に、開口部を形成することにより、メータ
用ハーネスの取り廻しを行いやすくすることができる。
（１０）カプラ支持ステーのカプラ支持面を、カプラが車体前方へ傾くように傾斜させて
設けてあるので、車両前方から、カプラにアクセスし易くなる。したがって、メータ装置
を車体に固定した後でも、容易にカプラの結線作業を行うことができる。
（１１）フロントカウルの内側とヘッドライトの上方との間に形成されるデッドスペース
にカプラ支持ステーを配置することができるので、外乱の影響を受けにくい。
（１２）インナーカウルの上部には凹部が形成され、そこにカプラ支持ステーを配置する
ので、ヘッドライト組立体のインナーカウルとカプラ支持ステーとの干渉を防ぐことがで
きると共に、インナーカウルによってカプラ支持ステーの周囲を保護することがができる
。
（１３）カプラ支持ステーが遮蔽壁部の上方に配置されるので、遮蔽壁部によってフロン
トカウルとヘッドライトとの間の隙間からの泥水等の侵入を防ぐことができ、カプラを保
護することができる。
（１４）遮蔽壁部をインナーカウルから車両前方へ向けて形成してあるので、インナーカ
ウルに泥水等の浸入を防ぐ機能を持たせることができる。遮蔽壁部を、フロントカウル側
ではなく、インナーカウル側に設けて車両前方へ向けて形成してあるので、車両の外観性
を高めることができる。
（１５）車両用メータ装置が取付けられていても、それに制約されることなくヘッドライ
ト組立体を取付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の一実施形態に係る自動二輪車の側面図である。
【図２】トップブリッジの上面図である。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ断面図である。
【図４】図２のＩＶ－ＩＶ断面図である。
【図５】ボトムブリッジの上面図である。
【図６】図５のＶＩ－ＶＩ断面図である。
【図７】トップブリッジ、ボトムブリッジ、フロントフォークの接続を示す側面図である
。
【図８】メータ装置の上面図である。
【図９】図８のＩＸ－ＩＸ断面図である。
【図１０】メータ装置の下面図である。
【図１１】カプラ支持ステーの側面図である。
【図１２】図１１のＸＩＩ矢視図である。
【図１３】図１１のＸＩＩＩ矢視図である。
【図１４】メータ装置の下面にカプラ支持ステーが取付けられた状態を下から見た図。
【図１５】メータ装置の背面側にカプラ支持ステーを取付けた状態の正面図である。
【図１６】前記の取付け状態の側面図である。
【図１７】メータ装置取付け用ステーの側面図である。
【図１８】図１７のＸＶＩＩＩ矢視図である。
【図１９】図１７のＸＩＸ矢視図である。
【図２０】メータ装置取付け用ステーをトップブリッジに取付けた状態の側面図である。
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【図２１】メータ装置取付け用ステーにメータ装置組立体を取付けた状態の側面図である
。
【図２２】車体側への取付けが完了したメータ装置組立体を下から見た斜視図である。
【図２３】ヘッドライトの縦断面図である。
【図２４】リフレクタの正面図である。
【図２５】インナーカウルの側面図である。
【図２６】インナーカウルの正面図である。
【図２７】インナーカウルにヘッドライトを装着した状態の側面図である。
【図２８】ヘッドライト組立体の完成状態の側面図である。
【図２９】ヘッドライト取付け用ステーの側面図である。
【図３０】図２９のＸＸＸ矢視図である。
【図３１】図２９のＸＸＸＩ矢視図である。
【図３２】ヘッドライト取付け用ステーをトップブリッジに取付けた状態の側面図である
。
【図３３】ヘッドライト組立体を、車体側へ取付けた状態を示す側面図である。
【符号の説明】
【００６１】
　11…トップブリッジ、12…ボトムブリッジ、14…メータ装置、15…インナーカウル、16
…フロントカウル、17…ヘッドライト、43…メータ装置取付け用ステー取付け用ネジ孔、
44…メインスイッチ取付け部、51…インナーカウル下部突起挿入孔、54…メータ装置支持
ステー取付けボルト、63…アンダーケース、64…アッパーケース、68…可動指針式ムーブ
メント、71…ランプ式表示板、74…電気配線、75…メータ装置側ハーネス、76…メータ装
置側カプラ、77…メータ装置取付けボルト、78…カプラ支持ステー取付け用ネジ孔、81…
カプラ支持ステー、82…カプラ保持孔、83…開口部、84…ネジ挿通孔、86…メータ装置組
立体、89…メータ装置取付け用ステー、105…上面壁、106…下面壁、107…側壁、108…遮
蔽壁、117…ヘッドライト組立体、119…凹部（インナーカウルの上部）、120…ヘッドラ
イト組立体取付け用ステー
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